














































べき最低限の学修内容について検討することを目的としたものである。2017 年 3 月に「教職課程コア



























































②学生全員を原則 4名からなる小グループに編成した。136 名を 34 班に編成し、できるだけ班ごと
に着席する。（第 2週～第 15 週）
③模擬授業班は事前に指定された教材を読み解き、模擬授業形式（20 分～ 30 分）で発表する。質問
班が発表内容について質問やコメントをする。1コマの授業で原則として 2つまたは 3つの班が発表を
する。（第 3週～第 15 週）
④教員は模擬授業後の全体討論を司会する。全体討論は、質問班と授業班との質疑応答と、教室全体
の意見交換で構成する。必要に応じて班単位での意見交換（グループワーク）を入れる。教員はいつで





授業の実際はどうであったか、全 15 回の授業を簡潔に振り返る（表 2，表 3）。
158
「教育課程論」における学習主体の形成と評価活動の試み－「主体的・対話的で深い学び」のカリキュラム・マネジメント－












































































「教育課程の編成手順」。教材：田村知子『カリキュラム・マネジメント』第 2章と第 3章前半。①第 11 班、









「学習指導要領改訂の経緯」。教材：田村学『カリキュラム・マネジメント入門』12 ～ 28 頁。①前回の
振り返り。②第 17 班、第 18 班、第 19 班の模擬授業。
感想：「深い学びの実現は生徒目線に立つことが第 1歩。」「関連づけが大切。」
11
「改訂のポイントとカリキュラム・デザイン」。教材：田村学『カリキュラム・マネジメント入門』29 ～ 41 頁。




「新学習指導要領の内容（現行との比較）」。教材：文科省『中学校学習指導要領（平成 29 年 3 月公示）










第 30 班、第 31 班の模擬授業。
感想：「自ら考え行動することが社会性や様々な能力を身につけることにつながる。」
15
「今後の教育課程」。教材：松尾知明『未来を拓く資質・能力と新しい教育課程』170-183 頁。①第 32 班、
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